
お詫びと訂正 
 
弊社発刊の『看護判断のための気づきとアセスメント 小児看護』の本文中，以下の箇所に誤りが

ございました。謹んでお詫び申し上げますとともに，訂正させていただきます。 
（2025 年 11 月 1日更新） 

 
該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

4 頁 左段・13 行目 （図１） （表１） 2025/11/1 
更新 
 

5 頁 図表のタイト
ル 

図 1 表１ 

5 頁 図表の出典 より一部改変 より一部引用 
7 頁 右段・参考文献 スーパービジョン。 スーパービジョン． 
16頁 右段・下から 9

行目 
である。観察事項は， である。観察の視点は， 

17頁 左段・下から 7
行 

を観察すると，  を観察し， 
 

17頁 左段・下から 5
行目 

を報告・相談し，自己の観察
眼を養う。 

を報告・相談すると，自己の
観察眼が養われる。 

26頁 左段・下から 4
～7行目 

を調べ，家族員の誰かに健
康問題等が生じたときで
も，家族が対応できる余力
をもてるように考える視点
があると， 

を調べておく。そうすると，
家族員の誰かに健康問題等
が生じたときでも，家族に
対応できる余力があるかを
考える視点となり， 

122 頁 左段・14 行目 病期の後半に， 
 

病気の後半に現れ， 

122 頁 左段・20 行目 気道狭窄音はないか 気道狭窄音の有無 
266 頁 右段・1行目 胎便吸引症候群による 胎便吸引症候群を引き金に 
237 頁 表１・表 2 表１および表２を【別紙】のとおりに差し替える。 2022/4/25

更新 
 
  



【別紙】 237 頁・表１および表 2 
 
 


